ご 注意 : 本 書 は 正式 な 取り 扱い 説明 書 で は あり ませ ん 。 


本 書 は 取り 扱い 説明 書か ら 注意 文 な ど 製 品 の 操作 方 法 に つい て 直接 関係 の な い 部 分 や 余 
白 な ど を 削除 、 修正 し た も の で 、 操作 方 法 が 分 か ら な く な っ た が 説明 書 が 手許 に な いと か 、 
製品 に 興味 が ある が 操作 方 法 は どの よう に な っ て いる の か 先 に 知り た い 、 と いっ た 目的 の 
た め に 無償 で ご 提供 し て いま す 。 正しく お 使 い 頂 く た め に は 必ず 製品 に 同 柚 され て いる 説 
明 書 を お 読み 下さ い 。 又 、 本 書 が 完全 な 説明 書 で は 無い こと に 対す る クレ ー ム は 一 切 お 受 
け 致 し ませ ん の で 、 予 め 御 理 解く だ さい 。 

1 : 正式 な 説明 書 は 無線 機 販 売店 で ご 購入 いた だ け ま す 。 詳しく は 下記 の 弊社 ウエ ブサ 
イト を ご 参照 くだ さい 。http://Www.alinco.co.jp/denshi/14.html 

2 : アマ チュ ア 無 線 機 の 場合 、 無 線 局 免許 状 の 書き 方 は 申請 書式 や 技 適 基 準 改正 に より 
変更 に な っ て いる も の が た くさ ん あり ます 。 http://Wwww.alinco.co.jp/denshi/10.html に 技 
適 番 号 や デジ タル モー ド ( 音声 ・ パ ケッ ト ) に 関す る 情報 を 掲載 し て お り ま す の で 、 合 わ 
せ て ご 確認 くだ さい 。 

3 : 本 書 に 記載 の 付属 品 ・ オ プシ ョ ン ア クセ サリ ー・ 定格 な ど は 予告 無く 変更 され て い 
る も の が あり ます 。 最 新 の 情報 は 弊社 ホー ムペ ー ジ に 掲載 され て いま す 。 
その 他 、 動 作 や 操作 に 関す る 良く ある お 問い 合せ は : 
http://Www.alinco.co.jp/denshi/11.html の F AQ ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 
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四 ほ 1 て くだ さい に に の 章 こむ おす 
ます 128 : RM 


本 雪 で 使わ れ て いる アイ コン に は 次 の よう な 意味 が あり ます 。 


/ い 
パ 
人 ふ 
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この アイ コン が 示す 内 容 を 無 提 し て 誤っ た 操作 を する と 、 け が また は 死亡 する 可能 性 が あ 
り ま す 。 


この アイ コン が 示す 内 容 を 無視 し て 説 っ た 操作 を する と 、 機 器 が 損害 を こう むる 可能 性 が 


あり ます 。 


操作 上 の 例外 的 な 系 件 や 注意 を 示し ます 。 


知っ て いる と 役に立つ 情報 で す 。 


詳し い 説 明 や 関連 する 情報 が 書い て ある ペー ジ を 示し ます 。 
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CHAPTEH 1 ご 使用 に な る 前 (に 


DR-M50 に は 次 の も の が 柚 包 され て いま す 。 箱 か ら 取り 出し て 、 す べ て そろ っ て いる か 雄 0 
だ さい 。 不足 し て いる も の や 損傷 し て いる や の が ある 場合 は 、 お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー 


スズ 窓口 まで ご 連絡 くだ さい 。 
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画 モー ビル ブラ ケッ ト 還 ビュ ー ズ 付き 電源 コー ド 置 モー ビル ブラ ケッ ト 取 付け 有 抽 ネ ジ 
e 六角 ネジ (M4xB mm 


ーX4 


es タッ ピン グ ネ ジ M5xX2Ormr 


my @0 1 あ 1 


s ネジ (M5x ら 0 mm) 
画 取扱 説明 書 ( 太 書 ) + 深 起 吉 。 明 六角 ネジ 用 スパ ナ mo 有 量 | 


時 = の 
DR-M50D e 六角 ナッ ト (M5) 
DR-MS0H | お Sans oo 区 


CHAPTER 1 ご 使用 に な る 前 に 7 CHAPTER 1 ご 使用 に な る 前 に 


園 FUNC キ ー を 押し た あと 同点 灯 中 に 操作 し た と き の 機 能 


FUNC FUNC ー つ 
の | ga | 叶 | 墜 | 2 
FUNC キ ー を 茜 す 次 の キー を 押す 


FUNC キ ー を 宛 す 


/ い 二 


MAIN 側 の スケ ル チ レ ベル 設定 モー ド に な り ま す 。 
この モー ド で VHF ツ マミ を 押す こと で 、 ス ケル チレ ベル 
を DOWN で きま す 。 

MAIN 側 の スケ ル テ レ ベル 設定 モー ド に な り ま す 。 16 

この モー ド で UHF ツマ ミ を 押す こと で 、 ス ケル チレ ベル 
を UP で きま す 。 

設定 を 忠 定 し て ファ ンク ショ ン モ ー ド を 解除 し ます 。 デ 

メモ リー チャ ン ネ ル を 変更 し ます 。 どら 
VFD モ ー ド で は 、 選択 し た メモ リー テ ャ ン ネ ル に デー タ |22、30 
を 書き 込み ます 。 メモリー モー ド で は 、 選 択 し た メモ リー 
チャ ン ネ ル が スキ ッ プ 設定 され ます 。 
MHz (SHIFT) シフ ト 設 定 モ ー ド に 入り ます 。 


MONITOR (SQD) | トーン エン コー ター/ ト ー ン スケ ル チ 設 定 モ ー ド に な りら |26、39 
ます 。 
REPEATER (LOCK) | キー 操作 を ロッ ク し ます 。 


送信 出力 を 切り 替え ます 。 


較 単独 で 操作 し た と き の 機 能 


V/ZM (MW 
No. 名 称 機能 ベ ページ 2 


① jiVHF この ツマ ミ を 押す と VHF 出 が メイ ン バ ン ド に な り ま す 1]7、34 
この キー を 回 し て VHF 側 の 音 恒 を 調 招 で きま す 。 

1 シフ ト 設 定 モ ー ド で この キー を 押す と 、 シ フト 幅 を 1MHz 
単位 で DUWN で きま す 。 NN し 

@ |UHF ! て の ツマ ミ を 押す と UHF 側が メイ ン バ ン ド に な り ま す 。 1 フ 、34 
示 た 、 こ の キー を 回 し て UHF 側 の 音量 を 調 所 で きま す 。 
シフ ト 設 定 モ ー ド で この キー を 押す と 、 シ フト 幅 を ] MHz 


| 単位 で UP で きま す 。 
③ PWR 電源 を オン / オ フ に し ます 。 還 16 
④ [FUNG _ | ファ ンク ショ ン モ ー ド に な り ま す 。 回 ー 
⑮ | ダイ ヤル 周 減 数 や メモ リー チャ ン ネ ル を 変更 し ます 。 18、 81 
|VZM (MW) VFO モ ー ド と メモ リー モー ド を 切り 合え ます 。 g1 


の ⑦ [MHz (SHiFT) 「 周 波数 を 1 MHz 単科 で 変化 させ ます 。 18 


⑧ IMONITOR T.SGL) ! ス ケル チ を 強制 的 に 開き ます 。 37 遇 
⑨ |REPEATER (LOCK) | レビ ー タ ー 運 用 時 の 設定 に な り ま す 。 25 Pa 


ICALL (HL) コー ルチャ ン ネ ル を 呼び 出し ます 。 24 


ビー プ 音 の DN/DFF を 切り 奉 え ます 。 
X バ ンド メモ リー 書き 込み 時 に メモ リー チャ ン ネ ル を 
切ら 替え ます 。 


⑧⑤⑥ | ダイ ヤル 


@ WM (MW VFO モ ー ド で は 、 メ イン バン ド 側 の 周波 数 を 受信 周波 123、35 

田 LED 数 と し て 、 サ ブ バ ンド 側 の 周波 数 を 送 人 周波 数 を と し 

て 、 選択 し た メモ リー に 書き 込み ます 。 メ モリ ー モ ー 

NO | 名 術 機能 | ベー ジ ド で は 、 選 択 し た メモ リー チャ ン ネ ル の デー タ を クリ 

⑧ 2 LED | VHF 仙 で 信号 を 受信 し た と き は 緑色 に 点灯 し ます 。 18、 19 ア し ます 。 

送信 時 は 赤色 に 点灯 し ます 。 MHz (SHIFT) チャ ン ネ ルス テッ プ 設 定 モ ー ド に し ます 。 136 
⑬ |UHF 側 TX/RX LED UHF 側 で 信号 を 受信 し た と き に 緑色 に 点灯 し ます 。 - 18、18 REPEATER (LOCK) ] V+V/U+U り モー ド に し ます 。 31 
送信 時 は 赤色 に 点灯 し ます 。 スキ ャ ン 再 開 条 件 を 切り 替え ます 。 88 


較 FUNC キ ー を 押し な が ら 電 源 を 入れ た と き の 和 機能 


すべ て の 設定 デー タ を リセ ッ ト し ます 。 
と 38 ペー ジ 
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ディ スプ ブレイ mmm 


10 


すす 月 が 
LO 


98rwo 
| 


| 
の ⑨ 


メイ ン バ ン ド 側 に 点灯 し ます 。 
ー シ フ ト が 設定 され る と 較 が 、 エ シフ ト が 設定 され る と 
語 が 点灯 し ます 。 メモリー モー ド で 、※X バ ンド メモ リー 
チャ ン ネ ル が 呼び 出さ れる と 還 還 が 点灯 し ます 。 


トー ン エ ンコ ー ダ ー の 設定 で は 久 が 、 トー ンス ケル チ の 
設定 で は 玉 四 が 点灯 し ます 。 

FUNC キ ー を 押し て か がら 5 秒 問 点灯 し ます 。 

点 衝 し て か ら 5 秒 以上 キー 操作 が な いと 消灯 し ます 。 


送信 出力 を LOW パ ワー に 設定 する と 点灯 し ます 。 
HI パワ ー に 設定 する と 潮 条 し ます 。 

メモ リー テ ャ ン ネ J ル LNo. や スケ ル チ レ ベル が 表示 され 赤 
す 。 コ ー ル モー ド に な る と 「C」 が 、 キ ー ロ ッ ク が 設定 
され る と 「L」 が 表示 され ます 。 


g1.24.37 


⑦ |98ggg 送受 信 周 波数 を 表示 し ます 。 思 
⑧ | デシ マル ポイ ント 点灯 : 送受 信 周 波数 、 シ フト 幅 … 1MHz 29、30 
点滅 : スキ ャ ン 実 行 中 
③⑨ | トー ン デ シマ ルポ イン ト [ 点灯 : トー ン 周 波数 設定 時 … 1Hz g6.36.39 
チャ ン ネ ルス テッ プ 設 定時 … 1kHz 
点滅 : ビジ ー ス キャ ン 実 行 中 
の 125 5985 送受 信 周 波数 の 1 kHz 以下 の 値 が 「OO] 以外 の と き に 、 


ガリ リリ 


該当 値 が 表示 され ます 。 
受信 時 は 受信 レベ ル に 応じ た 数 だ け 点 灯 し ます 。 
送信 時 は 送信 パワ ー に 応じ て 点灯 し ます 。 


リア バネ ル 


CHAPTEH 1 ご 使用 に な る 前 に 


市 販 の イン ピー ダン ス 5JHQ の デュ アル バン ド 用 アン テ ナ 
を 接続 し ます 。 ーー 
付属 の 電源 コー ド を 接続 し ます 。 画 源 コ ー ド は 、 赤 が ブラ {13 


ス ( 十 ) 極 、 黒 が び マ イナ ス (一) 皇 に な る よう に 正しく 接 
続 し ます 。 
ヒュ ー ズ を 収納 し て いま す 。 144 


④ | 外部 スピ ー カ 端子 


| 市販 の 外部 スピ 


ー カ ー を 接続 し ます 。 


マイ クロ ホン 王 s 


No.[ 名 称 


還 マイ クコ ネ ク タ 接 引 図 (セッ ト 正面 より 見 た 図 ) 
HI 


レーUP 
GND 
MIC 


GND(MIC) 
PTT 

NC 
DOWN 
DC 5V 


| 機能 
| 周波 数 や メモ リー チャ ン ネ ル 、 各 設定 の 値 を UP し ます 。 


⑤ |UP 


⑧ IDOWN 
③ IPTT 


④ |UP/DQWN ロ ックス イッ チ | UP/DOWN キ ー の 機能 を 停止 


| 周波 数 や メモ リー チャ ン ネ ル 、 各 設定 の 値 を DOWN し ます 。 
メイ ン バ ン ド 側 で 送信 し ます 。 宮 設 定 操作 中 に この キー を 押す 
と 、 設 定 が 際 定 さ れ ま す 。 


し ます 。 
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CHAPTEH 8 設置 と 接続 @ し か た - CHAPIEH ど 設 画 て 拉 統 の レガ 7 に 


電源 を 接続 する mm 


ae-】 設置 と 接続 の し か た 


13.8V の 直 演 安定 化 電源 に 付属 の 電源 コ 


ー ド を 接続 し ます 。 13.8V 出 
e 赤色 の コー ド を 電源 の プラ ス (+) 極 、 ET 
次 の 手順 に 従っ て 正しく 授 続 し て くだ さい )。 黒色 の コー ド を マイ ナス (一 ) 宰 に 拓 
続 し ます 。 


マイ クロ ホン を 接続 す る 細 wWsm 


付属 の マイ ク を フロ ント バネ ル 右 下 の マ イク コ 
ネ ク タ に 援 続 し ます 。 カ テッ と いう 昔 が する ま 
で し っ か り 差 し 込ん で くだ さい 。 GS、 安 生 化 累 量 
* DFHIMSOD: BA 以上 
ゅ DRHMSOH 12A 以 上 
当社 の 電 基 を 使用 する こと を 
お すす めし ます 。 


外部 スピ ー カ を 接続 す る saasmemeemesgi 
リア バネ リル の スピ ー カ 端子 に 市 販 の 外部 スピ ー 外部 スピ ー カ ー 


力 を 接続 する と 、VHF 側 と UHF 側 の 両方 の 音声 
を 色 部 スピ ー カ か ら 出 力 で きま す 。 


アン テ ナ を 接続 する 中 


1. リア バネ ル の 左下 か ら 出 て いる アン テ ナ コ ネ ク 
夕 に 、 ア ン テ ナ の 司 英 ケー ブル を 援 続 し ます 。 


ど . コネ クタ 外側 の リン グ ネ ジ を 絞め ます 。 


主 アン テ ナ に つい て 


アン テ ナ は デュ アル バン ド 用 アン テ ナ 
(144/430 MHz 用 アン テ ナ ) を 使用 し て くだ 


イン ピー タン ス は 50 ロ で す 。 アン テ ナ 、 周 移 ケ ニー ブル 、 
が 低下 し た り 、 他 の 陸 子 拓 
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CHAPTER 2 設置 と 接続 の し か た 


ど . ど 


モー ビル 運用 で は 、 な に より も 安全 運転 を 優先 し ます 。 次 の 手順 に 従っ て 、 正しく 接続 し て くだ さい >。 


取り 付け 場所 mmm 


車 租 に より 車内 の レイ アウ ト は 異な り ま す が 、 
操作 性 、 2 5 最適 と ご 思わ れる 場所 
を 選ん で くだ さ し 


次 の よう な 場所 は 有 各 け て くだ さい 。 
* ひざ が 本 幾 に 当たる 場所 
ゃ * 直 授 振動 が 伝わる 場所 
* カー ヒー ター の 吹出 口 な ど 車 内 漁 度 が 高 
く な る 場所 


マイ ク を な を 接続 する 纏 
マイ ク を 本 体 に 授 続 し ます 。 


と の 。 療 し く な は 、72 ペ ー ジ を 参 承 し て ぐだ さ し ょ 


電源 を 接続 する 


1 . 付属 の 電源 コー ド を 12V の バッ 
テリ ー の 端子 に 直接 接続 し ます 。 
赤色 の コー ド を 堆 源 の プラ ス 

( 十 ) 極 、 黒 色 の コー ド を マイ 
ナス (-) 極 に 渓 続 し ます , 

DC 電 基 コー ド 


ゴム バッ キン で 、 
穴 を ふ 


ら . 電源 コー ド を 、 難 を も た な い 場 所 
や 水滴 の か か ら な い 場 所 に し っ か 
り と 固定 し ます 。 


ぐ 


"と コー ド 違 時 な 電 


全 。 し 相馬 は PC 13.8V バ ッ テ りーmmemr ト トラ ッ ク な Fe 
きま せん の 4V バ テリ ロー に 疫 続 する 

-* 提 は たよ 拉 呈 で 全 朋 1 

談 く だ さい | 店 

* シガー プラ ダグ がら の DR 人 MS は じ な いで くだ さい 。 還 RNAeO が 雪 
る @ と と が あります 8 
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車載 アン グル を 取り 付け る 


モー ビル アン テ 


・ 市 販 の アン テ ナ 基 台 を 使っ て モー ビル アン テ 


ここ で は 、 グ ロー ブ ボ ックス 下 に 取り 付け る 場 


ど . 


合 に つい て 説 胃 し ます 。 


・ 付属 の ワッ シャ (4 個 ) と タッ ピン グ ネ ジ 


(4 本 ) で . 車載 アン グル を 車内 の 適切 な 位 
置 に 取り 付け ます 。 


- 六角 ネジ (4 本 ) を 本 体 に 軽く 取り 付け ます 。 


・ 六角 ネジ ① を 重 載 アン グル の 後ろ の 満 に 先 に 


入れ 、 押 し 上 げ な が ら 後 方 に 押し 込み ます 。 


・ 同時 に 六 衣 ネジ ⑧ を 前 の 溝 に 入れ ます 。 前 の 


溝 は は つ あ り ま す の で 、 本 機 が 操作 し や すい 
角度 に な る 濡 に 入れ て くだ さい 。 


ナ を 取り 付け る 


ナ を 車 に 取り 付け ます 。 走行 中 に 脱落 する こ 
と が な いよ うに し っ か り と 固定 し て くだ さ 
い 。 


アン テ ナ の 同軸 ケー ブル を 本 体 に 接続 し ます 。 


と 葵 寺 の し か た に つい て ば 、 7 ペー ジ を 参 痕 し 


て ぐだ さ し !。 


く 下 孔 と し て ゅ 4 王 0.2 を あけ た 場合 〉 
ポ ボディ 


宇 工 アン グル 


M5x20mm 
タッ ピン グ ネ ジ 


CHAPTER 2 設置 と 接続 の し か た 


MS 平 ウ ッ シ ャ 


ポ ボディ に 取り 付け 人 る 
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CHAPTEH 3 基本 操作 ミ ] CHAPTER 3 拓本 操作 


どら. 「 ザ ーッ 」 と いう 雑音 が 消え る レベ ル に ス 
ケル チレ ベル を セッ ト し ます 。 
e スケ ル チ レ ベル を 上 げ る に は 、UHF ツ マ 
ミ を 押し ます 。 
* スケ ル チ レ ベル を 下げ る に は 、VHF ツ マ 


ここ で は 、 基 本 的 な 受信 操作 に つい て 説明 し ます 。 


3. FUNC キ ー、V/M キ ー、 ま た は マイ ク の 


画 源 れる PTT キ ー を 押し て 確定 し ます 。 
電 誠 を 人 e スケ ル チ レ ベル と 軌 W 相 の 点 泊 表 示 が 消え 、 
PWRH ス イッ チ を 押し ます 。 選択 し た レベ ル に 確定 され ます 。 
e も う 一 度 PWH ス イッ チ を 押す と 、 吉 源 が 切れ 2 ロ 
ます 。 6 575 
音 暑 を 調節 する 


VHF 出 を メイ ン バ ン ド に し た い 場 合 は VHF ツ 
マミ を 、UHIF 側 を メイ ン バ ン ド に し た い 場 合 
は UHF ツマ ミ を 押し ます 。 


VHF 側 : VHF ツ マミ を 回 し ます 。 
UHF 側 : UHF ツマ ミ を 回 し ます 。 


* 右 に 回 す と 音量 が 大 きく な り ま す 。 ンーー、 2 


e 左 に 回 すご 音量 が 小さ く な り ま す 。 本 本 
mm し う 509 | | 3309 | 


VHF 倒 が メイ ン バ ン ド UHF 側が メイ ン バ ン ド 
スケ ル チ を 調節 する 負 納 
1. FUNC キ ー を 押し た あと 、VHF ま た は FUNC VHF UHF 
UHF ツマ ミ を 押す と 、 メ イン バン ド の スズ = 
ケル チレ ベル の 設定 が で きま す (0 一 9 
まで の 10 邊 階 )。 
e VHF 側 ツマ ミ を 押す と スケ ル チ レ ベル 
が 下がり ます 。 
ゅ UHF 側 ツ マミ を 押す と スケ ル テ レ ベル 
が 上 が り ま す 。 
e 回 ea 目 表示 が 点 滅 し 、 現 在 の スケ ル テ レ ベル が 表示 され ます (初期 値 は 「3])。 
、. ノー 京 泊 
に 
9579 
ォ 
VHF 則 の スケ ル チ 調 節 UHF 側 の スケ ル チ 調 節 
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CHAPTEHR 3 時 本 操作 


周 渉 数 を 合わ せる 
ダイ ヤル を 回 すか 、 マ イク の UP/ ロ OWN キー を FE 
押し ます 。 の 
ンダ TaA 
周波 数 が UP 周波 融 が DOWN 

。 信号 を 受信 する と 、 受 人 側 の TX/HX LED が 

概 色 に 点灯 し 、 そ の 強 さ が S メ ー タ に 表示 さ 者 か ガル 7 』/ 

れ ま す 。 


人 SS、 マイ ク の UP/DOWN キ ー を 拝 し 続け る と 、 周波 が 還 続 し て 次 化し ます 。 1 秒 以上 押し 掃 け て 1 一 ら 秒 以内 に 葉 
す と 、 ス キャ ン が 隊 8 し ます (スキ ャ ン に つい て は 、28 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい り 。 


国 周 渋 数 を 1MHz 単 位 で 変化 させ る に は 


1. MHz キー を 押し ます 。 
* 100kHz 以 下 の 表示 が 消え ます 。 


IMAIN] 


ど . ダイ ヤル を 回 すか 、 マ イク の UP/DQWN キ 
ー を 押し ます 。 
* IMHz 単 位 で 周波 数 が 変化 し ます 。 


IAINI 


3. 10OkHz 以 下 の 表示 を 復帰 させ る に は 、V/M、MHz、PTT、 また は FUNC キ ー を 押し ます 。 
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CHAPTER 3 基 本 操作 


づ . ど : 


ここ で は 、 基 本 的 な 送信 操作 に つい て 説明 し ます 。 受信 バン ド と 同じ バン ド 、 周 波数 で 送信 する 場合 
は 、「 送 信 出 力 を 決め る 」 か ら 進 め て くだ さい \。 


メイ ン バ ン ド を 選 所 豆 
VHF ま た は UHF ツマ ミ を 押し て メイ ン バ ン ド を 選び ます 。 


と の メイ ン バ ン ド が の 所 び か た に つ し ! て な 、 リフ ペー ジ を 奏 写 し て ぐだ さ し り 。 


周波 数 を 合わ せる mm 


送信 周波 数 を 設定 し ます 。 


ンス 周波 の 設定 の し か た に つ し て な 79 ペー ジ を 参照 し て くだ さと)。 


FUNC キ ー を 押し た あと CALL (HH ル ) キー を 押 FUNC 
し ます 。 こ の 操作 を する た びに 、H パ ワー と 
LOW バ ワー が 切り 替わり ます 。 


GALL(H/L) 
IMAINI 
1 り と と r り と 月 玉 
67 Low 796 り の 


LOW パ ワー 時 は LOw が 京 灯 HI パワー 時 は LOw が 消灯 


LOW バ ワー 
機種 VHF_ | UHF VHF 
M5QD 


20W 0W 約 2W 約 eW 
M50H | 約 5W 


S50W 35W 約 5W 


1. マイ ク の PTT キ ー を 押し 、 マ イク に 向かっ て 


話し ます 。 送 人 ビラ 
* メイ ン バ ン ド 側 の TX/HX LED が 赤く 点 

灯 し ます 。 
* 送信 中 、 送 信 出 力 が HF メ ー タ (SG メー タ ) (LOW) 邦 

に 表示 され ます 。 


CD ガガガ ガル リリ 


ら . PTT キ ー を 刻 す と 受信 状態 に 戻り ます 。 
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CHAPTEHR 3 牌 本 探 作 


に 信 こ す 


本 機 に は さ つ の 動作 モー ド が あり ます 。 


VFQ モ ー ド 


VFO モ ー ド で は 、 ダ イヤ ル ま た は マイ ク の UP/DOWIN キ ー で 簡単 に 居 流 数 を 変更 で きま す 。 
還 他 の モー ド か ら の VFOU モ ー ド の 呼び 出し か た 
V/M キ ー を 招 し ます 。 


IAN] 
509 93300 | 


| 


ふ ぶ 


メモ リー モー ド 


メモ リー モー ド で は 、 あ ら か じ め メ モリ ー に 登録 し て お いた 周波 数 や 設定 を 呼び 出し て 使用 で きま す 。 
ダイ ヤル また は マイ ク の UP/DOWIN キ ー で メモ リー チャ ン ネ ル No. を 選ぶ こと が で きま す 。 


還 他 の モー ド か ら の メモ リー モー ド の 呼び 出し か た 
V/M キ ー を 押し ます 。 


* ゃ メモ リー テ ャ ン ネ ル の No. と 登録 内 傘 が 表示 
され ます 。 


9 "339 
ふ 


と つつ メモ リー チャ ン ネ ル の 夏 し ! の か た に た つ し ) て は 、 の 7 ペー ジ を 弄 記 し て くだ さと ) 


コー ルモード 


コー ルチャ ン ネ ル で の 待ち 受け や 呼び 出し の と き に 使う モー ド で す 。 
還 他 の モー ド か ら の コー ルモード の 呼び 出し か た 


CALL キ ー を 押し ます 。 
* 「C] が 表示 され ます 。 


IMAIN』 
509 "3399 


どら 0 と つ コー ル デ チャンネル の 全 り か た に つ し いて は 、 ら 4 ペー ジ を 参 昭 し て くだ さ し 


CHAPTEH 4 各 機 能 の 使い か た 


| 各 機 能 の 使い か た 
人 1 


本 機 に は 、VHF 便 、 UHF 億 それぞれ に 1 一 50 の 合計 100ch の メモ リー チャ ン ネ ル と 、 コー ルチャ 
ン ネ ル 用 の メモ リー チャ ン ネ ル が あり ます 。 よ く 使 用 する 周 汽 数 や 設定 を メモ リー に 登録 し て お く と 


非常 に 便利 で す 。 


メモ リー に 登録 で きる 情報 ぁ 


メモ リー に は 次 の 情報 を 登録 で きま す 。 
e 動作 中 の 周波 数 ゃ チャ ン ネ ルス テッ プ の 周波 数 
* シフ ト 方 向 ゃ シフ ト 咽 
* ゃ トー ン エ ンコ ー ダ ー の オン / オ フ  * トー ン エ ンコ ー ダ ー の 周波 数 


メモ リー チャ ン ネ ル を 呼び 出す 


バン ド を 選ぶ 


VHF ま た は UHF ツマ ミ を 押し て 呼び 出し た い バ ンド を 迄 び ま す 。 
e 語 軸 が 表示 され て いる 方 が 呼び 出し 可能 バン ド で す 。 


IWAINI 


回 メモ リー モー ド に する 


V/M キ ー を 百 し ます 。 
ゃ メモ リー テ ャ ン ネ ル NO. が 表示 され ます 。 


メモ リー チャ ン ネ ル INo 


メモ リー チャ ン ネ ル No. を 選ぶ 


ダイ ヤル を 回 すか 、 マ イク の UP/DOWN キ ー を 


押し ます 。 
* メモ リー チャ ン ネ ル No. が 次 の 順に 表示 され 
ます 。 
デリー ロー ョ ヨー 50 
ーーUF 方 向 DOWN 方 向 - テ 


チャ ン ネ ル No. が DOWN 


CHAPTE 4 各 複 能 の 便 い か た 


メモ リー チャ ン ネ ル に デー タ を 登録 する 


らら 


バン ド を 選 記 


VHF ま た は UHF ツマ ミ を 押し て 呼び 出し た い バ ンド を 選び ます 。 


回 周波 下 を 設定 する 


VFO モ ー ド で 、 登 録 し た い 周波 数 に 台 わ せま す 。 そ の 他 、 登録 し た い 情 報 を 設定 し て くだ さい 。 


書き 込み た い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 選ぶ 


1. FUNC キ ー を 押し ます 。 
* 還 と メモ リー チャ ン ネ ル Nlo. が 表示 され ま 
す 。 動 作 モ ー ド は VFO の まま で す 。 


メモ リー チャ ン ネ ル No. 


人 SS、 時 徐 に 隊 作 し た メモ リー チャ ン ネ ル No. が 家 示 され ます , 


ど . ダイ ヤル を 回 すか マイ ク の UP/ ロ OWN キー 
を 押し て 、 筆 き 込み た い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 
を 選び ます 。 
* 未 登録 の メモ リー チャ ン ネ ル を 含め て 全 
チャ ン ネ ル が 切り 替わり ます 。 


( 倒 録 済み チャ ン ネ ル ) ( 来 登録 チャ ン ネ ル ) 


IWAINI fAAIN 
0 L95og 6 
上 ! ロ に 


吉 灯 


四 メモ リー に 登録 する 


回 点灯 中 に V/M (MW) キー を 下 し ます 。 

* 上 還 こ に メモ リー チャ ン ネ ル No. が 消灯 し 、 現 在 
の VF0 の 周波 数 と 設定 が メモ リー に 還 寺 込 ま 
れ ま す 。 


【MAIN] 


メモ リー チャ ン ネ ル の デー タ を 消去 する 』 


CHAPTER 4 加 機 能 の 使い か た 


消去 し た い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 選ぶ 
メモ リー モー ド に し て 、 消 去 し た い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 選び ます 。 


と 間 し く な は 27 ペー ジ を 参 衣 し て ぐだ さ ()。 


デー タ を 消去 する 


FUNC キ ー を 押し な が ら V/M キ ー を 押し ます 。 FUNC 
* メモ リー チャ ン ネ ル No. が 点 淫 し 、 そ の テ チャ = 


ン ネ ル の 登録 内 容 が 消去 され ます 。 


V/M(MW) 


GS 消 豊 徐 に メモ リー チャ ン ネ ル No が 京 洲 し て いる 状態 で 、FUNC キ ー を 押し な が ら V/M キ ー を 沖 す と 、 消 云 し 
た た 内容 を 竹 活 で きま す 。 消 去 吉 後に メモ リー チャ ン ネ ル No を 変更 し た 場合 は 、 復 活 で きま せん 。 


に で 】 


CHAPTER 4 導 機能 の 使い か た ーー CHAPTER 4 間 機能 の 使い か た 


コー ルチャ ン ネ ル に は VHF 側 と UHF 側 の 呼び 出し 周波 数 が 登録 され て いま す 。CALL キ ー を 押す だ レビ ー タ ー と ね は 遠く 離れ た 局 同士 の 交信 を 可能 に する 中 継 局 で す 。 レ ビー ター に アク セス する に は 、 
け で 呼び 出し 周 没 散 に 設定 で きま す 。 こ の チャ ン ネ ル は 、 他 の メモ リー チャ ン ネ ル と 同じ よう に デー 送信 周波 数 を 受信 周波 伊 に 対し 「 一 」 方 向 に 5MHz シ フト し 、88.5Hz の トー ン を 付加 し て 送信 する 
夕 を 変更 で きる の で 、 よ く 使 う 周 波数 を 登録 し て お く と 非常 に 便利 で す 。 必要 が あり ます 。 本 拉 で は 、 こ れ ら の 設定 を ワン タッ チ で する こと が で きま す 。 
1 レピータ ー 學 
コー ルチャ ン ネ ル を 呼び 出す レン ング | 
クン ンス CN 439.50MHz 
CALL キ ー を 押 し ます 。 4393OMHz \ 
* 「C」 が 表示 され コー ルモード に な り ま す 。 
434.5CMHz 
リリ ヒロ 
FE 5 り リ グ 2 
CALL 

* も もう一度 CAL キー を 押す と 、 元 の モー ド (VFO ま た は メモ リー モー ド ) に 戻り ます 。 に SW レビ ー タ ー の 設 軒 場所 や 周波 到 は 、 誠 の レビ ー タ ー マ ッ プ を 参照 し て くだ さ し い 


三 工場 出荷 時 の コー ルチャ ン ネ ル 設 定 


レビ ー タ 運用 時 の 設定 に 合わ せる 


e VHF 偉 … 145.000MHz 
* UHF 側 … 433.000MHz 1. UHF ツマ 三 を 地 し て UHF 仙 を メイ ン バ ン ド に し ます 。 


コー ルチャ ン ネ ル の 周波 数 を 変更 す る mmmmmmmm 
50 ど . HEPEATEH キ ー を 押し ます 。 

ゃ 回 回 が 点灯 し 、 シ フト 幅 が 一 5MHIz、 ト 

軸 ー ン 周波 数 が 88.5Hz に 自動 的 に 設定 され 

] . VFO モ ー ド で 、 愛 録 し た い 周波 数 や や 情報 を 設定 し ます 。 ます 。 


MAN 還 | ] ご 
ロ 
ど . FUNC キ ー を 押し た あと ダイ ヤル を 回 すか マ DOwN Up | 9395 げ 回 
イク の UP/DOWN キ ー を 押し て 、 チ ャ ン ネ ャ す EPEATER 


ル C を 選び ます 。 に 


し 3 


(SN、 し ビー ター 運用 で も 、 シ フト < 訪 と トー ン / 周 激 到 は 変更 で きま す 。 


目 d. マイ ク の PTT キ ー を 押し て 送信 し ます 。 
ゅ * -5MHz シ フト し 、8BB.5Hz の トー ン が 付 
3. 回 点灯 中 に V/M (MW) キー を 押し ます 。 加 さ れ て 送信 され ます 。 
* 回 が 消灯 し 、 新 し い 財 波数 が 登録 され ます 。 CT 品 
93959 | 
リリ リリ リリ リリ 


4. レビ ー タ ー 運 用 時 の 設定 を キャ ン セ ル す る に 
は 、 も う 一 度 REPEATER キ ー を 押し ます 。 
* 固 還 が 消灯 し 、 レ ビー ター 設定 が 解除 さ 
れ ま す 。 


MAIN an に ! ト つ c 
97 用 MIN 
1 3959 TPATEn 
1 


ら 4 | ら 5 


4. CALL キ ー を 押す と 新しい 周波 数 が 表示 され 
ます 。 


CHAPTER 4 台 擬 能 の 使い か た 


トー ン 周 波数 を 変更 する 


ら 6 


主 リバ ー ス 機能 を 使う 
レビ ピー ター を 使わ ず に 柏 手 局 と 交信 で きる か どう か 肌 べ る た め に 、 送 信 周 波数 を 一 時 的 に 受信 周 泊 数 
に し て 受信 する こと が で きま す 。 


回 軌 点 灯 中 に 、MONITOR キ ー を 押し ます 。 
sg が 点 減 し 、 送 信 周 波 迷 が 受信 周波 数 に な り 
ます 。 


* どれ か の キー を 押す と 、 元 の 周 数 表示 に 戻り ます 。 


IMAin 四 軒 - 有 | 


ES レビ ー タ ー は みん な の も の で す 。 リ バー ス し た 周波 数 で 受信 で きる 場合 は 、 他 の 周波 数 へ 移動 し て こ 、 レ ビー タ 
ー を 使わ ゆず に 交信 し て くだ さい しぃ 


トー ン 周 波数 は マニ ュ ア ル で も 設定 で きま す 。 ト ー ン エン コー ダー が オン の と き に 送信 する と 、 こ こ 
で 設定 し た トー ン 周 波数 が 付加 ざれ て 送信 され ます 。 


と つ トー ンス ケル デコ ニッ ト ナ の イリ) を 導 硝 し て し ) る 場合 な 、 プ 0 ページ の /C ロ 4P7EP 5 色 定 の 想 チ 
と の 交 痛 ) を 参 床 し て くだ さと 


トー ン 周 波数 設定 モー ド に する 


VF0 モ ー ド で FUNC キ ー を 押し て 、 回 点灯 中 に 

MONITUR キ ー を 押し ます 。 

$ 還 が 点灯 し 、 周 波 牙 表示 が トーン 周波 数 表示 
に 変わ り ま す 。 


トー ン 周 波数 を 選ぶ 


ダイ ヤル を 回 すか 、 マ イク の UP/DOWIN キ ー を 
押し ます 。 


* トー ン 周 波数 一 覧 (単位 : Hz) 


トー ン 周 波数 を 確定 する 


FUNC キ ー、V/M キ ー、 ま た は マイ ク の PTT 
キー を 押し ます 。 
* 負 が 表示 され た まま 、 席 波 政 表示 に 戻り ます 。 


IMAIN】 


CHAPTEH 4 各 和 機能 の 使い か た 


B5.4 
114.8 
156.7 
1B3.5 
ら 218.1 


ューーー mm ュ 
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CHAPTER 4 癌 機能 の 使い か た 


スキ ャ ン と は 周波 数 や メモ リー チャ ン ネ ル を 炉 番 に 受信 し て 、 信 号 の ある チャ ン ネ ル を 探す 機能 で す 。 
スキ ャ ン は 信号 を 受信 する と 一 時 停止 し て 、 受 信 状 態 に な り ま す 。 そ の あと 、 青 開 条 件 に 従っ て スキ 
ャ ン を 再開 し ます 。 


スキ ャ ン に は 、 次 の 3 種類 が あり ます 。 
ゅ バン ドス キャ ン 
* メモ リー スズ スキャン 
* トー ンス キャ ン 
スキ ャ ン 有 青 開 条件 に は 、 次 の 2 つが あり ます 。 
ゅ * タイ マー スズ スキャン 
* ビジ ー ス キャ ン 


の ムー ンス キャ ン に つり て は 347 ペー ジ を 参 久 し て くだ さと し !。 


スキ ャ ン 再 開示 件 mw 


スキ ャ ン は 信号 を 受信 する と 一 時 章 止 し ます 。 こ の 停止 状態 か ら ス キャ ン を 再開 する 条件 と し て 、 次 
の どちら か を 選択 で を ます 。 


* タイ マー スキ ャ ン … スキ ャ ン 人 章 止 か ら 5 秒 経過 する か が 、 信 号 の 受信 が ら 秒 以上 な く な る と 、 ズ スキ 
ャ ン が 再開 し ます 。 

* ビジ ー ス キャ ン …… 信号 を 受信 し て いる 間 は スキ ャ ン は 吾朗 し ませ ん 。 信 号 の 受信 が ら 秒 以上 な 
く な る と 、 ス キャ ン が 再開 し ます 。 


園 スキ ャ ン 再 開 徐 件 の 設定 の し か た 


1. FUNC キ ー を 押し な が ら CALL キ ー を 押し FUNc 
ます 。 


ら . ダイ ヤル を 回 すか マイ ク の UP/DQWN キ ー を 押す と 、 ス キャ ン 玉 闘 条件 が 切り 替わり ます 。 


3E9P 。 上 た すり ア P 5 


タイ マー スキ ャ ン ビジ ー ス キャ ン 


3. FUNG キ ー、V/M キ ー、 ま た は マイ ク の 
PTT キ ー を 押し て 確定 し ます 。 


ら 8 


CHAPTER 4 各 和 機能 の 使い か た 


バン ドス キャ ン 


バン ド 内 の 全 周 波数 を 、 設 定 さ れ て いる チャ ン ネ ルス テッ プ で スキ ャ ン し ます 。 


スキ ャ ン を 開始 する 


VFOD モ ー ド で 、 マ イク の UP/DOWN キ ー を 1 秒 

以上 押し 続け て 1] 一 ら 秒 以 内 に 離し ます 。 

ゅ デシ マル ポイ ント が 点滅 し 、 ス キャ ン が 開始 
し ます 。 


(UP 方 向 ) (DOWN 方 向 ) 


KSST る スキ ャ ン 中 に ダイ ヤル を 回 すか が マイク の UP/DOWNN キ ー を 称す と 、 ス キャ ン 方 向 が 変わ わり ます 。 
* スキ ャ ン 便 赴 中 に ダイ ヤル を 回 すか マイ ク の UP/DOWTN キ ー を 押す と 、 ス キャ ン が 画 開 し ます 。 
る ビジ ー ス キャ ン 中 は トー ン デ ジマ ルポ イン ト も 点 滞 し ます 。 


回 スキ ャ ン を 停止 する 


PTT キ ー、V/M キ ー、 ま た は FUNC キ ー を 輝 し ます 。 
* デシ マル ポイ ント が 点灯 し 、 ス キャ ン が 停止 ロ 
し ます 。 


メモ リー スキ ャ ン 
登録 済み の の メモ リー チャ ン ネ ル を スキ ャ ン し ます 。 
本 スキ ャ ン を 開始 する 
メモ リー モー ド で 、 マ イク の UP/DOWN キ ー を 間 
1 秒 以 上 押し 続け て 1 一 抄 以 内 に 難し ます 。 


* デシ マル ポイ ント が 点滅 し 、 ス キャ ン が 開始 
し ます 。 


(UP 方 向 ) (DOWN 方 向 ) 
(SS。 。*% スキ ャ ン 中 に ダイ ヤル を 回 すか が マイ ク の UP/DOWN キ ー を 押す と 、 ス キャ ン 方 向 が 琴 わ の ます 。 

@ スキ ャ ン 停 止 中 に ダイ ヤル を 回 すか マイ ク の UP/DOWN キ ー を 押す と 、 ス キャ ン が 再開 し ます 。 

* ビジ ー ス キャ ン 中 は トー ン デ シマ ルポ イン ト も 点 泌 し ます 。 


る ロー ルチャ ツネ ル は |: 半 和 キ : ツ 対 疹 外 よ となり ます 。: : 1 
ji 居 UP 方 向 へ の スキ ャ ジン で は 、 最大 X モ お リー チャ ツネ ル ま で いく お 科 汗 
人 DOWWN 方 机 へ の スキ ャ ン で は 、 02UNSGNGNORkE 
: 基 スキ ャ ジン 中 に 電源 を 切る と 次 個 筐 基 オ ン 時 に は スキ ャ ン は ほ 剃 除 | 


符 ン キ ル に 戻 | D まず 。: 
ジン ネリ L に 戻り ます 。 
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CHAPTEH 4 各 雪 能 の 使い か た 


スキ ャ ン 中 の 操作 
題 スキ ャ ン 中 に バン ド を 切り 替え る 


30 


スキ ャ ン を 停止 する 


PTT キ ー、V/M キ ー、 寺 た は FUNC キ ー を 押し 

ます 。 

e デシ マル ポイ ント が 点灯 し 、 ス キャ ン が 停止 
し ます 。 


還 スキ ャ ン し な い チ ャ ン ネ ル を 設定 する に は 


特定 の チャ ン ネ ル を スキ ッ プ し て メモ リー スキ ャ ン が で きま す 。 
] . メモ リー モー ド で 、 ス キッ プ し た い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 選び ます 。 


と の メモ リー テ ャ ン ネ ル の 選び か た だ つ し いて な 、 の 7 ページ を 券 際 し て くだ さり )。 


ど . FUNC キ ー を 押し て 詞 京 灯 中 に V/M キ ー を 押し ます 。 
e デシ マル ポイ ント が 消灯 し ます 。 


き 3. スキ ッ プ 設定 を 解除 する に は 、 解 除 し た い 
ャ ン ネ ル で 手順 と 同じ 操作 を し ます 。 
es デシ マル ポイ ント が 点灯 し ます 。 


リリ 
9599 


京町 


e VHF 側 で スキ ャ ン 中 に UHF ツマ ミ を 押す と 、VHF 出 で スキ ャ ン を 実行 し た まま 、UHF 側 が メイ 
ン バ ン ド に な り ま す 。 

m UHF 側 で スキ ャ ン 中 に VHF ツ マミ を 押す と 、UHF 側 で スキ ャ ン を 実行 し た まま 、VHF 側 が メイ 
ン バ ン ド に な り ま す 。 ] 

* これ ら の どちら か の 状態 で PTT キ ー を 押す と 、 メ イン バン ド 側 で 送信 し ます 。 


F ーー 


同じ バン ド で ら 波 待ち 受け 受信 する 。 (V+V/U+U モ ー ド )。 


CHAPTER 4 加 揚 能 の 使い か た 


これ まで 説明 し て きた 機能 の ほか に も 、 本 機 に は 便利 な 機能 が た くさ ん あり ます 。 こ れ ら の 機能 を う 
まく 使う と 、 本 機 の 性 能 を さら に 引 ぎ 出す こと が で きま す 。 


V+V/U+U モ ー ド に する と 、 左 右 を 同じ バン ド に し て ら 波 待ち 受け 受信 が で きま す 。 


識 V」V モ ー ド に する 


1. VHF ツ マミ を 押 し ます 。 
* VHF 側 が メイ ン バ ン ド に な り ま す 。 


9589 93 ガ すり | 


ら . FUNC キ ー を 押し な が ら REPEATEH キ ー 
を 押し ます 。 
VHF バ ンド の ら 流 待ち 受け 受信 が で きま す 。 


9608 52 


証 U+U モ ー ド に する 


] . VEO モ ー ド で 、UHF ツ マミ を 押し ます 。 
e UHF 側が メイ ン バ ン ド に な りす 。 


| gag 939w 


ら . FUNC キ ー を 押し な が ら REPEATER キ ー 
を 押し ます 。 
e UHF バン ド の ら 波 待ち 受け 受信 が で きま す 。 


93399 9339 り 


HEPEATER 
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CHAPTER 4 各 機 能 の 使い か た 0 CHAPTER 4 吾 機能 の 便 い か た 


証 V+V/U+U モ ー ド で の 受信 送受 信 で 周波 数 を 変え て 交信 する ( 二 /ー シ フト 、X バ ンド メモ リー )mmssmamses 


・ 信号 を 玩 信 し て いな い 状 態 で は 、 両 バン ド で 0.3 秒 の 受信 を 交 王 に お こない ます 。 本 幾 は ら バン ド 同時 受信 が で きる の で 、VHF 側 と UHF 側 で それ ぞ れ 周 波数 を 決め て 交信 する と 、 電 
* 信号 を 受信 する と 、 信 号 の ある 側 を 3 秒 、 信 号 の な い 側 を 0.3 秘 受信 し ます 。 話 感 覚 の 同時 通話 が で きま す 。ー シ フト 、 十 シフ ト 、 X バ ンド メモ リー 機能 を 使え ば 、 同 じ バ ンド で 
< 両 バン ド で 信号 を 受信 する と 、 メ イン バン ド 側 を 3 秒 、 サ ブ バ ンド 側 を 0.3 秒 受信 し ます 。 も 送受 人 の 周波 数 を 変え て 運用 する こと も で きま す 。 


証 オバ ノー シフ ト 


。 ーー シフ ト 受信 周 波数 か ら シフ ト 幅 を 引い た 周波 迷 で 送信 し ます 。 


証 V+VU+U モ ー ド で の 送信 人 SS レビ ー タ 運用 時 は 、5MHz の 一 シフ ト が 委 動 83 に 設定 され ます 。 


メイ ン バ ン ド 側 で 送信 し ます 。 * 十 シ フト … 受信 周波 数 に シフ ト 峠 を 加え た 周波 数 で 送信 し ます 。 


1. VFO モ ー ド で FUNC キ ー を 押し 、 防 点灯 中 FUNC 
に MHz (SHIFT) キー を 押し ます 。 
* シフ ト 帆 と 送信 周波 数 が 交 テ に 表示 され 
ます 。 


証 VILV/U+U モ ー ド を 解除 する 


FUNC キ ー を 押し な が ら HEPEATER キ ー を を 押 
し ます 。 
* 両 バ ンド が VHF の 場合 
… 左側 の VHF の 周波 数 お よび 設定 が そ 
の まま 残り ます 。 
* 両 バ ンド が UHF の 場合 
… 右側 の UHF の 周波 数 お よび 設定 が そ 
の まま 環 り ます 。 


MAIN 較 証 | 


po と 
5 ど . MHz キー を 下 し て 、 一 シフ ト ま た は + シ フ 
ビー プ 音 の DUN/0FF を 切り 替え る RI 
* MHz キー を 押す た びに 次 の よう に 表示 
が 切り 替わり ます 。 
と ー 
] . FUNC キ ー を 押し な が ら UHF キ ー を 提 し ます 。 
ゃ ビープ 音 が 発生 し な く な り ま す 。 要 W MA 

華 ビー ブ 音 を ON( に する 7 0 

] . ビー プ 斉 が DFF の 状態 で FUNG キ ー を 押し な が ら | ー シ フ ト 琶 定時 エ シ フ ト 設 定 


UHF キー を 押し ます 。 | 
* ビー ブ 音 が 欧 生 し ます 。 


32 | 33 


CHAPTEHR 4 各 機 能 の 使い か た 


う 4 


3. シフ ト 幅 を 変更 し ます 。 


e チャ ン ネ ルス テッ プ 単 位 で 変更 する 場合 
ダイ ヤル を 回 すか マイ ク の UP/ ロ 0WN 
キー を 押し ます 。 


代 S、 マイ ク の UP/ ロ OWN キー を 1 秒 以上 苗 し 統 け 
る と チャ ン ネ ルス テッ プ 濡 位 で 連続 し て 変化 し 
ます 。 


* 1MHz 単 位 で 玩 更 する 場合 
VHF ま た は UHF ツマ ミ を 押し ます 。 
VHF ツ マミ で - 1MHz、UHF ツ マミ 
で て 1MHz 単 位 で 変化 し ます 。 


VHF ま た は UHF ツマ ミ を ] 秒 以 上 押し 続け る 
と シフ ト 想 が 運 続 し て 変化 し ます 。 


FUNC 

只 . PTT キ ー、V/M キ ー、 ま た は FUNC キ ー を 
押し て シフ ト 爾 を 確定 し ます 。 
* 元 の 周波 数 表示 に 戻り ます 。 
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5. PTT キ ー を 押し て 送信 し ます 。 
* 一 シフ ト の 場合 … 受信 周波 数 か ら シ フト 幅 を 引 し いた 周波 で 送 
合 さ れ ま す 。 
e エ シ フ ト の 場合 … 受信 周波 至 に シフ ト 幅 を 加え た 周波 数 で 送信 
され ます 。 


EE 胃 
059 
ar 


ー シ フ ト 時 


CHAPTER 4 剖 携 能 の 使い か た 


馬 X バ ンド メモ リー 機能 


メイ ン バ ン ド の 周波 数 を 受信 周波 数 と し て 、 サ ブ バ ンド の 周波 数 を 送信 周波 粗 と し て 、 選 択 し た メモ 
リー チャ ン ネ ル に 畳 き 込む こと が で きま す 。 


] . VFO モ ー ド で 、 受 信 し た い 周 波数 を メイ ン バ ン ド 側 に 、 送 信 し た い 周波 数 を サブ バン ド 側 に 設定 
し ます 。 


52 93399 


どど. a. 最後 に 反 作 し た メモ リー チャ ン ネ ル に 


書き 込 お 場合 
FUNC キ ー を 押し な が ら V/M キ ー を 押 
し ます 。 
b. 選択 し た メモ リー チャ ン ネ ル に 書き 込 POWN LE FUNC 
場合 3 


FUNG キ ー を 押し な が ら ダ イヤ ル を 回 
すか マイ ク の UP/D0WN キ ー を 押し 
て 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 選び ます 。 
その まま FUNC キ ー を 押し た 状態 で 、 
V/M キ ー を 押し ます 。 


ダイ ヤル V/M 


* メモ リー チャ ン ネ ル No. と 編 が 消灯 し ます 。 メ イン バン ド の 周波 数 が 受信 周波 数 と し て 、 サ ブ 
バン ド の 周波 数 が 送信 周波 数 と し て 、 選 択 し た メモ リー チャ ン ネ ル に 登録 され ます 。 


9. メモ リー モー ド に し て 、 登 録 し た メモ リー テ ャ ン ネ ル を 呼び 出し ます 。 
e 回 回 が 点灯 し ます 。 


MAIN 
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と つ メモ リー チャ ン ネ ル の 大 び 誠 し に つい て な 、 ら 7 ペー ジ を 参照 し て くだ さと ! 


人 4. PTT キ ー を 押し て 送信 し ます 。 
e 登録 し た 内 容 で 送信 され ます 。 


4529 M 399 


うら 


CHAPTEH 4 各 幾 能 の 便 い か た 


CHAPTER 4 和 機能 の 使い か た 


キー 操作 を ロッ ク す る こと に よっ て 、 誤 っ て 周波 数 や その 他 の 設定 を 変え て し まう こと を 
防ぐ こと が で きま す 。 


送信 周波 数 を 一 時 的 に 受信 周波 数 に し て 受信 す 
る こと が で きま す 。 

訪問 点灯 中 に MONITUR キ ー を 押し ます 。 

w 記 居 な が 点 減 し 受信 周波 数 が 送信 周波 数 に 恋 
わり 、 受 信 し ます 。 


| 
時 X バ ンド メモ リー 時 の リバ ー ス 機能 ー キー 操作 を ロッ ク す る 


1. FUNC キ ー を 押し て 回 点灯 中 に 
HEPEATER (LOCK) を 押し ます 。 


es どれ か の キー を 押す と 元 の 周 没 数 表示 に 戻り ます 。 s [上 」 が 点灯 し て キー ロッ ク 状 態 に な り を 0) 虹 
中 6 つ 由 ます 。 | こ ar ee 
アナ [MAINl うう C つう 
8 76 りり 0 ヨゴ りり 皿 
r ! 0 REPEATER(LOCK) 
チャ ン ネ ルス テッ プ を 変更 する 


の. キー ロッ ク を 解除 する に は 、 も う 一 度 FUNC キ ー を 押し て 右 点 灯 中 に REPEATER (LOCK) を 
押し ます 。 
ゅ 「L」 が 消灯 し て キー ロッ ク が 淫 隊 され ます 。 


] . VFO モ ー ド で FUNC キ ー を 押し な が ら MHz 
キー を 押し ます 。 
ゅ 現在 の チャ ン ネ ルス テッ プ が 表示 され ます 。 


FAIR 
内 用 


どど . ダイ ヤル また は UP/DOWN キ ー を 押し て テ 
ャ ヤン ネル ステ ッ プ を 変更 し ます 。 


強制 的 に スケ ル チ を 解除 する (モニ ター 機能 ) 


モー ビル 連用 時 、 トン ネル に 入っ つた りす る と 信号 が 弱く な っ て 音声 が と ぎれ る こと が あり ます 。 こ ん 
な と き モ ニタ ー 機 能 を 使う と 、 強 制 的 に スケ ル チ を 解除 し て 音声 を 聞き 取り や すく で きま す 。 


1. MDNITOR キ ー を 押し ます 。 
w TX/HX LED が 緑色 に 点灯 し 、 ス ケル チ 
が 解除 され ます 。 


* チャ ン ネ ルス テッ プ は 次 の よう に 変化 し ます 。 


5kHz 10kHz 12.5kHz 15kHz 一 - DkHz 一 - 25kHz 一 3OkHz 一 - 50kHz MONITOR 


ーー UP 方 向 DOWN 方 向 -ー 
どど. モニ ター 機能 を 解除 に する に は 、 ど れ か の キー を 押し ます 。 
3. PTT キ ー、 V/M キ ー、 ま た は FUNC キ ー を FUNC 
押し ます 。 PTT 
e 選択 し た チャ ン ネ ルス テッ プ で 確定 され L 4 
ます 。 


36 コ フ 


CHAPTER 4 難 機 能 の 使い か た 


4.6 


リセ ッ ト 操 作 を する と 各種 設定 や メモ リー チャ ン ネ ル の 内 容 を 工場 出荷 時 の 初期 設定 に 戻す こと が で 
リセ ッ ト す る と 正常 な 状態 に 戻る こと が あり ます 。 


きま す 。 異常 動作 が 続く 場合 、 


リセ ッ ト の し か た mmmmms 
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FUNC キ ー を 押し な が ら 吉 源 を オン に し ます 。 


* 全 点 灯 の 状態 に な り 、 そ の あと 初期 設定 が 表示 され 記す 。 


MANE+ に 記 下 T ロロ in 了 
99 有 月 痢 上 80 月 本 7 けり 3 ガ 55 
7 日 月 gg の の 


コー ル 周 波数 


VFO 周 波数 


トー ン 設 定 
チャ ン ネ ルス テッ プ 
メモ リー チャ ン ネ ル No. 
スキ ャ ン 再 開 条 件 
送信 パワ ー 

キー ロッ ク 

スケ ル チ レ ベル 


OFF (消灯 ) 


CHAPTER 5 特定 の 相手 と の 交信 


トー ンス ケル チ ユ ニッ ト (EJ ら 4U) を 装 革 し て いる と き に 有効 に な る 携 能 で す 。 

トー ンス ケル チ を 使っ て 待ち 受け 中 、 自 局 で 選ん だ トー ン 周 波数 を 含ん だ 信号 を 受信 し た と きだ け 、 
スケ ル チ が 開き ます 。 相 手 局 以外 の 局 か ら の 信号 を 受信 し て も 音声 が 聞こ えな い の で 、 快 適 な 交信 を 
楽し び むこ と が で きま す 。 


トー ン 周 波数 を 設定 する emm 


1. FUNC キ ー を 押し て 記 京 灯 中 に 
MONITOH (T.SQL) キー を 押し ます 。 
* MONITORH キ ー を 押す た びに 次 の よう に 
表示 が 変わ り ま す 。 


ー 田上 四 一 吉 H な し 
* EEIe 目 を 点 打 させ て くだ さい 。 


@ ゅ キャ ン セ ル し た いと き は 、 則 まだ は 還 eIW を 激 ] さ ビ て 、 FUNC キ ー、 VM キー、 計 た は PTT キ ー を 押し て くだ さい し ゝ 
DOwiN UP 


ど . ダイ ヤル を 回 すか マイ ク の UP/DOWN 
キー を 押し て 、 周 波数 を 選び ます 。 


余 S、 トー ン 貼 波数 は VHF 側 と UHF 仙 で 独立 し て 設 
定 で きま す 。 


* トー ン 周 波数 一 覧 (単位 : Hz) 


3. FUNC キ ー、V/M キ ー、 ま た は マイ ク の 
PTT キ ー を 押し て 確定 し ます 。 
^ 放 Ee 目 は 表示 され た まま で 、 受 信 周 波数 
表示 に 戻り ます 。 
TSQL 


795 


* キャ ン セ ル し た いと き は 、 胃 ま た は mWTW を 光 ] さ せ て 、FUNC キ ー、 VM キー また は PTT キ ー を 押し て くだ さ し い 
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N WOOO 


CHAPTER 5 特定 の 相手 と の 交信 - 


送信 する 


受信 する 


スキ ャ ン す る 


トー ンス ケル チ を オフ に する 
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PTT キ ー を 押し ます 。 
e 設定 し た トー ン 周 波数 が 付加 され て 送信 され ます 。 


トー ン 周 波数 を 含む 信号 を 受信 する と スケ ル チ が 開 寺 、 音 声 が 聞こ えま す 。 


KS トー ン が 一 致し な い 信号 を 受信 し た と き に は 音声 は 聞こ えま せん が 、S メ ー タ は 変化 し ます 。 


スキ ャ ン 中 に トー ン 信 号 が 入 后 し 設定 し た トー ン 周 波数 と 一 致し た と き 、 ス キャ ン を 停止 し て 受信 状 
歳 に なり ます 。 


に る スキ ャ ン 中 に ダイ ヤル を 回 すか マイ ク の UP/DOWTN キ ギー を 近 す と 、 ス キャ ン 方 向 が 変わ り ま す 。 
る スキ ャ ン 昼 正中 に ダイ ヤル を 回 すか が マ イク の UP/OOWN キ ー を 押す と 、 ス キャ ン が 再開 し ます 。 


1. FUNC キ ー を 押し て 太 点 灯 中 に MONITOR 
(TSQL) キー を 押し ます 。 
ロコ し 4 が 表示 され ます 。 


ど . MONITOR キ ー を 押し ます 。 
e 還 Ee 四 が 消灯 し ます 。 


3. FUNC キ ー、V/M キ ー、 ま た は マイ ク の 
PTT キ ー を 押し ます 。 
e 受信 周波 数 表示 に 戻り ます 。 


語 モニ ター 機能 を 使う 
モニ ター 擬 能 を 使う と トー ンス ケル チ を 一 時 的 に 解除 で きま す 。 


どど つ 奉じ し < く な. 32 ペー ジ を 参 際 し て ぐだ さい 。 


CHAPTER 5 特定 の 相手 と の 交信 


受信 し て いる トー ン 信 号 か ら ト ー ン 周波 数 を 探し だ す 北 能 で す 。 


トー ンス ケル チ を オン に する 


VFO モ ー ド で 、FUNC キ ー を 押し て 厨 点灯 中 

に MONITOR (T.SQL) キー を 押し ます 。 

< 回 還 骨 が 点灯 する まで 、MONITOR キ ー を 
es 


5 95 ー ーー 


スキ ャ ン を 開始 する 


トー ン 周 波数 が 表示 され て いる 状態 で マイ ク の 

UP/DOWIN キ ー を ] 秒 以 上 押し 続け て 1 一 2 秒 以 

内 に 苑 し ます 。 

* デジ シマ ルポ イン ト が 点 減 し て 、 ト ー ン スキ ャ 
ン が 開始 し ます 。 

【MAINI 


1 


3 = 
(UP 方 向 ) (DOWN 方 向 ) 


上 京 減 


に ゃ スキ ャ セー 中 に ダイ ヤル を 回 すか マイ ク の UP/DOWN キ 一 を 押す と 、 ス キャ ン 方 向 め 疫 わ り ます 。 
* スキ ャ ン 合 填 後 は ダイ ヤル を 回 すか マイ ク の UP/DOWIN キ ー が 押さ れる まで は スキ ャ ン を 再開 し ませ ん 。 


スキ ャ ン を 停止 する 


スキ ャ ン 中 に PTT キ ー、V/M キ ー、 ま た は 
FUNC キ ー を 押し ます 。 
ゃ デシ マル ボイン ト が 点灯 し 、 ス キャ ン が 停止 
し ます 。 
MAiN 
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点 灯 


スキ ャ ン を 解除 する 


スキ ャ ン 停 止 後に PTT キ ー、V/M キ ー、 ま た は 
FUNC キ ー を 押し ます 。 
ロ So ド に 戻り ます 。 


CHAPTER 5B 保 


4 ら 


に 


守 


次 の よう な 症状 は 族 障 で は あり ませ ん の で 、 よ く お 胡 か めく だ さい 。 処置 を し て も 異常 が 続く 場合 は 
リセ ッ ト を し て みて くだ さい 。 症状 が 回 復 する こと が あり ます 。 


と の リセ ジッ た に つい て な 、 


症状 


吉 泊 ス イッ チ を 入れ て も 
ディ ス ブ プレイ に は 何 も 表 
示さ れ な い 。 


ディ スプ レイ の 表示 が 路 い 


スピ ー カ ー か ら 音 が 出 な 
い 。 受信 で き な い ぅ 。 


35 ペー ジ を 参 閑 し て くだ さと 1 


8. 電源 の ( 寺 ) 端子 と (一 ) 
端子 の 接続 が 逆 に な っ て 
いる 。 

b. ヒュ ー ズ が 切れ て いる 。 


量 源 暑 圧 が 低下 し て いる 。 


ョ . VHF ま た は LU 且 ツ マミ を 反 
時 計 方 向 に 六 り すぎ て いる 。 

b. スケ ル チ が 以 じ て いる 。 

c. トー ンス ケル チ が 動作 し 
て いる 。 

d マイ クロ ホン の PTT キ ー 
が 押さ れ 、 送 信 状 態 に な 
っ て いる 。 

e. 外部 スピ ー カ ー が 接続 さ 
れ て いる 。 


キー、 ダ イヤ ル が 動作 し 
な い 。 
ダイ ヤル を 回 し て も メモ 
リー テ チャンネル が 変化 し 
な い 。 


UP/DOWN キ ー を 押し 
て も 周波 到 、 メ モリ ー チ 
ャ ン ネ ル が 変化 し な い 。 
PTT キ ー を 押し て も 送 
信 で き な い 。 


レビ ー タ ー を アク セス す 
る こと が で き な い 。 


キー ロッ ク 状 態 ([L」 点灯 ) 
に な っ て いる 。 


a. 登録 され て いる メモ リー 
が な い 。 


コー ルモード に な っ て いる 。 


aa マイ クロ ホン 英子 の 差 込 
の み が 不 完 和 。 


b. コー ルモード に な っ て いる 。 


| 原 国 ==。。 。 。 | 処 叶 


a. DC 電源 コー ド ( 付 層 品 ) の 赤色 側 を 
() 端子 、 黒 色 側 を (一 ) 端子 に 正 
し く 援 続 し て こく だ さい 、。 

b. ヒュ ー ズ が 切れ た 原因 に 関し て 修理 
を し た あと 、 指 定 容量 の ヒュ ー ズ と 
交換 し て くだ さい (※)。 

電源 電圧 は DC 13.8V に セッ ト し て く 

だ さい 。 

a. VHF ま た は UHF ツマ ミ な を 適当 な 音 旦 
に セッ ト し て くだ さい 。 

b. SQL レ ベル 設定 を 小さ くし て くだ さい 。 

C. トー ンス ケル チチ を OFF に し て くだ さい ゝ 


d. すみ や か に PTT キ ー を OFF に し て く 
だ さい 。 


e. 外部 スピ ー カ ーー 端子 か ら ジ ャ ッ ク を 
下 い て こく だ さい 。 
キー ロッ ク を 解除 し て くだ さい 。 


aa メモ リー の 登録 を し て くだ さい 。 


b. V/M キ ー を 押し て メモ リー モー ド に 
し ます 。 

VFO モ ー ド が メモ リー モー ド に し て くだ さ 

い 。 


8a. マイ クロ ホン を 雑 実に 差し 込ん 々 で く 
だ さい 。 


b. ア ン テ ナ が 拉 続 され て し な し \ い | b. ア ン テ ナ を 確実 に 接続 し て くだ さい ぃ 


レビ ー タ ー を 使う た め の 設 定 | トー ン 88.5Hz、-5ML セ シフ ト に 設定 し 


が 間違っ て いる 。 


て くだ さい 


CHAPTER6 保 守 


※ ヒュ ー ズ の 交換 に つい て 


DR-MBOD ……15A 
DR-M50H 15A 


ヒュ ー ズ を 交換 し て も すぐ に 切れ る 場合 は 、 電 源 プ ラグ を 抜き 、 お 買い 上 げ の 販売 店 また は 
当社 サー ビス セン ター まで ご 連絡 くだ さい 。 
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バケ ッ ト 財 代 は 、 音 声 の か わり に パソ コン な どの キー ボー ド を 操作 し て 行う デー タ 通 信 の ひと つ で す 。 
較 パケット 通信 に 必要 な も の 


⑯ DO 安定 化 墨 源 ③ TNC 用 DC 安定 化 電 通 
⑤⑧ パソ コン な ど 


① アン テ ナ 
④ TNC Tenminal Node Controller) 
は 本 規 電 と TNC 用 の ② つ が 必要 で 


信 本 機 ご TNC、 バ ソコ こと の 聞 が 近 す ざる と 、 メ イズ を 受け る ご と が あり ます : 
但 相手 局 と 回 波 致 を 棒 対 し で ぐだ さじ 1。 由 数 が ずれ て いる どけ トライ ES が 多く な る ご と が 
国 TXD (送信 デー タ ) 入力 感度 (1200hps の 場合 ) 


入力 イッ ビー ダン ス : 2.2kQ 


対応 する 機器 : 通 営 の デー タ 通 信 に 対応 
様 準 変 調 入力 : 10mVp-p 


1 ら 200bps な どの パケ ッ ト 通 信 


較 バケ ッ ト 通 信用 の 通信 機器 を 接続 する 


本 機 の フロ ント パネ ル に ある マイ ク 端 子 と リア バネ ル ( に ある スピ ー カ ー 端 子 (GSP) に TNC な どの テ デ 
ー タ 過 悟 機 を 接続 し ます 。 


し -no 
GND(PTT 且 GND) 


TXD( 誠 信 デー タ 入 力 ) 


DETXD 証 GND) 
TNC 出力 時 の GND 


PTT …PTT 出 力 浴 読 し 
3.5e プ ラグ 和 党 読 . ます 。 や "に 活 と す 


と 送 信 し 末 す 。 
d 
に 


⑱AFO (デー タ 出 力 ) 
ポリ ュー ム を 通っ た 向 の 受信 
略号 を 出力 し ます 。 


WGND (AFO 困 GND) 


較 バケ ッ ト 通 信 を する 
1. スケ ル テ チレ ベル を スケ ル チ が 閉じ る レベ ル に 調節 し ます 。 


44 ご. ボリ ュー ム を バケ ッ ト の 入力 レベ ル に 応じ て 調節 し ます 。 


オプ ショ ン と し て トー ンス ケル チコ ニッ ト を ご 用 意 し て いま す 。 
トー ンス ケル チ (CTCSS) ユニ ッ ト (EJ-24U) 


較 取り 付け か た 
1 . 電源 スイ ッ チ (PWRH) を オフ に し て か ら 、 電 源 コー ド を 抜 ぎ ます 。 


ど . 上 ケー ス の 4 本 の ネジ を は ず し て 、 ケ ー ス を 
取り 外し ます 。 


d. EJ-24U コ ニッ ト を 差し 込み ます 。 EJ ど 4U 
* コネ クタ を 差し 込む と き 、 赤 色 の 線 が ババ 
ネル 人 出 か ら 見 て 右 に くる よう に し て くだ 

ざさ ざい)。 
e 付 二 の マジ ッ ク テ ー ブ で EJ-24U を 下 板 


に 固定 し て くだ さい 。 フロ ント バネ ル 


4. ケー ス を 取り 付け て 、4 本 の ネジ を 絞め ます 。 
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技術 基準 適合 証明 で 申請 する 場合 


く 技 駒 証 明 発 行 願 > 


本 機 は 「 技 術 基 準 適合 証明 ] を 受け た 機械 で す 。 
本 機 に 貼ら れ た 技術 基準 和 合 証明 シー ル に 証明 番号 
が あり ます (番号 は 無線 機 ご と に 異な り ま す )。 
本 機 を TNC な どの 付属 装置 を 付け な いで 硬 用 する 場 
人 癌 は 技術 適合 証明 送受 全 機 と し て 申請 で きま す 。 な 
お 、DR-M50H タ イプ で 申請 する 場合 は 、 第 3 級 ア 
マチ ュ ア 無線 技士 以上 の 資格 が 必要 に な り ま す 。 


" 臣 証 お 送信 攻 に 貼ら れ て いる 「 所 年 男 ラ ベル の 記 写 一 避 


由 F3 (FM 


| F3 (FM 


更 団 可能 な 井 当 
(リート -3 
周波 数 の 節 氏 


造 介 到 中 岳 の 民 式 *3 周 直 注 定 基 置 | A〈 誠 芝 
その 他 の 工 可 給 時 | 倒 激 法 元 3 守 に 掲 定 る 節 件 に 合 考 し て いる 。 | 系 付 回 本 | 送信 最 系 誰 図 


00000 
国 投 周 第 明 JAHRD 


DRLM50D DRLM5OH 


[*1] 技術 証明 発行 願 と 工事 
設計 書 の *1 に は 上 記 の 
技 財部 明 の 番号 を 記入 


[*] 品 H8 后 

で ここ を 省略 で きま す 。 

[*3] 使用 する 空中 線 の 型式 
を 記入 し て くだ さい 。 


[*4] 「B 無 」 に ひつ を つけ ます 。 


144.000 ン 
14S5.d95MHz 
レス 
ANT 
430.000 一 
439.995MHz 
ANT 


電力 増幅 
電力 増幅 
M57788MH 


M67746 


励 振 増 W 


国 


加 
9 
出 
EN 


eSC2954 


詞 
3 
出 
に 


SC3357 
2SC2dg54 
2SC3357 


盛 振 増幅 


gSC4215 
電圧 培 幅 
28C3356 


電圧 憎 幅 


媛 衝 増 幅 


eSC4215 


繊 衛 増幅 


eSC4g45 


144.000ー 
145.985MHz 
電圧 増幅 
asC4815 
電圧 増幅 
gsC4215 
430.000 一 
439.985MHz 


VCO 
gSK508 
1SVe62x2 
18V814 
PLL 
M64076GP 

男 
21.25MHz 
PLL 
M64076GP 
VCO 


の 
と 3 
〇 ざす 
呈 
6 
の 


ミッ タ 
一 パス フィ ル タ 
CPU 


に 


亜 
選 
思 
皿 
思 


2SC4081 
NJM455BM 


ホン 
リ 


マイ ク 
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仕様 へ モ デル 
一 般 仕様 
周波 数 範囲 


電波 型式 
アン テ ナ イ ン ビ ー ダ ンス 
東 電圧 
接地 方 式 


DR-M5OD 


VHF … 144.000 一 145.995MHz 
UHF … 430.000 一 439.995MHz 


DRH-M50H 


F3 (FM 
50 ロ 
DC 13.8V 
マイ ナス 接地 


消費 電流 VHT 送 信 時 


周波 数 安定 度 
寸法 (突起 物 含ま ず ) 


ge0W: 7.0A 以 下 
20W: 7.0A 以 下 


50w: 11.5A 以 下 
35W: 10.0A 以 下 
1.2A 下 ( 無 信号 時 ) 

10ppm 以 内 


1400W)x40(HX176(DDmm 


重量 
送信 部 


1.1kg 


送信 出力 HB0W ビビ 約 SW H: 5OW 上 : 約 5W 
UHF H SOW 上 約 2W H: 35W_L 約 5W 

変調 方 式 リア クタ ンス 変調 

不要 畑 射 強度 ー6Q ロ dB 以下 

最大 周波 政 偏 移 土 5kHz 

変調 ひずみ (609% 変 語 時 ) 396 下 (300 一 3000Hz) 

マイ クロ ホン イン ピー ダン ス : 2kQn 


受信 部 
受信 方 式 
中 間 周波 


受信 感度 (12dB SINAD) 


ダブ ルス ー パ ー ヘ へ ヘテロダイン 
VHF … 1 7MHz/450kHz 


UHF … 30.85MHz グ 4S55kHz 


ー16dB (0.16V) 以下 


低 周波 出力 (G96 ひ ずみ 時 ) 


ー6dB: 12kHzEA 上 -6QdB: 28kHz 下 


ー20dB (0O.14V) 以下 
ら W 以 上 (8Q 負 符 ) 


低 周波 出 カ イン ビー ダン ス 


80 


JAIA (日 本 アマ チュ ア 無 線 幾 器 工業 会 ) で 定め た 測定 法 に よる 。 


1. 保証 寄 … 保証 置 に は ぬ ず 所 定 軍 項 ( 罰 入 店 名 、 
回 入 日 ) を ご 記入 の うえ 、 放 載 内 容 を 確か め た あ 
と 大 切 に 保存 し て くだ さい 。 

2. 保証 期間 … お 訪 い 上 げ の 日 より 1 年 間 で す 。 
正常 な 使用 状態 で この 期間 中 に 万 一 故 契 が 生じ た 場 
人 馬 は 、 お 手数 で す が 遇 品 に 保証 書 を 添え て 、 お 買い 
上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 完 口 に ご 相談 くだ 
さい 保証書 の 規 評 に 従っ て 修理 いた し ます 。 


3. 保証 期間 経過 後 の 柳 理 に つい て は お 買い 上 げ の 販 
売店 また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 、 
修理 に よっ て 禄 能 が 維持 で きる 場合 に は 、 お 客 機 
の ご 究 望 に より 有料 で 人 協 理 いた し ます 。 

4 アフ ター サー ビス に つい て 選 不 明 な 点 は 、 お 買い 
上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 肝 口 に ご 担 談 く 
だ さい 。 


DR-M50D/H 正誤 表 


24. 知っ て お く と 


同じ バン ド で ら 波 待ち 受け 受信 する 。 (V+V/U+U モ ー ド が 


誤 ( 行 目 ) 同じ バン ド で 居 時 に 受信 する 。(V+V/U+U モー ド ) 
正 同じ バン ド で ら 波 待ち 受け 受信 する 。(V+V/U+U モー ド ) 
誤 。(』 行 邑 ) 同じ バン ド で 局 時 に 受信 する 。(V+V/U+U モー ド ) 
(5 行 巨 ) V-V7U+U モー ド に する と 、 左 右 を 局 じ バン ド に し て 同時 に 受 合 で きま す 。 
(18 行 目 ) VHF パ ンド の 2 波 同時 受信 に な り ま す 。 
(18 行 目 ) UHF バン ド の 6 波 同 時 受 舎 に な り ま す 。 
正 正しく は 下記 の よう に な り ま す 。 


便利 な 機能 


これ まで 説明 し て 寺 た 揚 能 の 他 に も 、 本 機 に は 便利 な 機能 が た くさ ん あり ます 。 これ ら の 機能 を う 
まく 合う と 、 本 紙 の 性 能 を さら に 引 幸 出 すこ と が で きま す 。 


V+V/U+U モ ー ド に する と . 左 石 を 同じ バン ド に し て ら 波 待ち 受け 妥 信 が で きま す 。 


較 Vi:V モ ー ド に する 


1、 VHF ツ マミ を 押し ます 。 
* VHF 側 が メイ ン バ ン ド に な り ま す 。 


MGag 93399 | 


ど . FUNC キ ー を 押し な が ら HEPEATER キ ー 


を 押し ます 。 

* VHF バ ンド の ら 流 待ち 受け 受信 が で きま す 。 
[CA 
9580 958g 


脱 U}U り モー ド に する 


1. VFO モ ー ド で 、UHF ツ マミ を 押し ます 。 
* UHF 側が メイ ン バ ン ド に な り ま す 。 


769 33 りり 


どど. FUNC キ ー を 押し な が ら HEPEATEH キ ー 
を 軍 し ます 。 
* UHF バン ド の ら 波 待 ち 受 け 受 信 が で きま す 。 


HEPEATER 


